
2030年までに、先端的な物理的手法と生物学的手法を駆使して、化学農薬を用いない新たな害虫被害
ゼロ農業技術のプロトタイプを開発・実証します。

2024年までに、物理的手法として、施設野菜における常設型の害虫検知・追尾・レーザー殺虫技術を
開発します。また、生物的手法として、作出したオールマイティ天敵の施設栽培での防除効果を実証する
とともに、共生微生物による不和合虫放飼の害虫密度低減効果を室内試験で実証します。

本プロジェクトでは、青色レーザー光による殺虫技術、新たな天敵系統の育種や行動制御、共生微生物
を用いた害虫密度抑制といった、これまでにない新たな防除技術を開発、組み合わせることで、化学合成
農薬に依存しない害虫防除体系を確立します。これによって、消費者・生産者・環境すべてにやさしく、
持続的な農業体系を開発します。

先端的な物理手法と未利用の生物機能を駆使した害虫被害ゼロ農業の実現
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生産される農作物は、絶えず病害虫・雑草などの被害に悩まされてきました。これまでは化学合成農薬
を用いて、これらの有害生物を防除してきましたが、薬剤抵抗性の発達や、農薬散布の重労働から、曲が
り角に来ており、これからは、化学農薬に依存しない画期的な害虫防除技術への転換が求められています。
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生産される農作物の4割以上が、病害虫・雑草などの有害動植
物によって失われています。今後、増え続ける世界人口を支える
ためにも、これら失われる収穫を回復しなくてはなりません。
本プロジェクトでは、最先端の技術を総合して、化学農薬に依

存しない害虫防除技術体系を開発し、消費者・生産者・環境すべ
てにやさしい害虫防除技術を開発します。

化学農薬に依存しない害虫防除

持続的な害虫防除技術が必要

青色レーザー光による殺虫技術、新たな天敵系統の育種、行動制御等
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